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１２月１３日（火）第１日  午前１０時００分開議 

 出席議員 

     １番  平 川 博 之     ２番  酒 永 光 志 

     ３番  上 本 一 男     ４番  中 下 修 司 

     ５番  花 野 伸 二     ６番  浜 先 秀 二 

     ７番  上 松 英 邦     ８番  吉 野 伸 康 

     ９番  山 本 秀 男    １０番  片 平   司 

    １２番  林   久 光    １３番  登 地 靖 徳 

    １４番  浜 西 金 満    １５番  山 本 一 也 

    １６番  新 家 勇 二    １７番  野 﨑 剛 睦 

    １８番  山 根 啓 志 

 

 欠席議員 

    なし 

 

 本会議に説明のため出席した者の職氏名 

    市長       明岳 周作    副市長      土手 三生 

    教育長      塚田 秀也    総務部長     山本 修司 

    市民生活部長   山田  淳    福祉保健部長   峰崎 竜昌 

    産業部長     長原 和哉    土木建築部長   木村 成弘 

    企画部長     渡辺 高久    会計管理者    島津 慎二 

    教育次長     小栗  賢    危機管理監    岡野 数正 

    消防長      丸石 正男    企業局長     前  政司 

 

 本会議に職務のため出席した者の職氏名 

    議会事務局長    志茂 典幸 

    議会事務局次長   前田 憲浩 

 

 議事日程 

  日程第１  諸般の報告 

  日程第２  会議録署名議員の指名 

  日程第３  会期の決定 

  日程第４  市長所信表明 

  日程第５  選挙第１号  選挙管理委員及び補充員の選挙について 

  日程第６  報告第９号  専決処分の報告について（広島県市町総合事務組合を 

               組織する地方公共団体の数の減少及び広島県市町総合 

               事務組合規約の改正について） 

  日程第７  同意第２号  公平委員会の委員の選任につき同意を求めることにつ 

               いて 
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  日程第８  同意第３号  固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求 

               めることについて 

  日程第９  同意第４号  固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求 

               めることについて 

  日程第１０ 同意第５号  固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求 

               めることについて 

  日程第１１ 同意第６号  固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求 

               めることについて 

  日程第１２ 諮問第４号  人権擁護委員候補者の推薦について 

  日程第１３ 議案第７０号 江田島市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改 

               正する条例案について 

  日程第１４ 議案第７１号 江田島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に 

               関する条例の一部を改正する条例案について 

  日程第１５ 議案第７２号 江田島市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する 

               条例の一部を改正する条例案について 

  日程第１６ 議案第７３号 江田島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の 

               一部を改正する条例案について 

  日程第１７ 議案第７４号 江田島市税条例の一部を改正する条例案について 

  日程第１８ 議案第７５号 公の施設の指定管理者の指定について 

  日程第１９ 議案第７６号 平成２８年度江田島市一般会計補正予算（第３号） 

  日程第２０ 議案第７７号 平成２８年度江田島市国民健康保険特別会計補正予算 

               （第３号） 

  日程第２１ 議案第７８号 平成２８年度江田島市介護保険（保険事業勘定）特別 

               会計補正予算（第２号） 

  日程第２２ 議案第７９号 平成２８年度江田島市地域開発事業特別会計補正予算 

               （第１号） 

  日程第２３ 議案第８０号 平成２８年度江田島市宿泊施設事業特別会計補正予算 

               （第２号） 

  日程第２４ 議案第８１号 平成２８年度江田島市水道事業会計補正予算（第２号 

               ） 

  日程第２５ 議案第８２号 平成２８年度江田島市下水道事業会計補正予算（第２ 

               号） 
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開会（開議)  午前１０時００分 

 

○議長（山根啓志君）  ただいまから平成２８年度第６回江田島市議会定例会を開き

ます。 

 ただいまの出席議員は１７名であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

 

日程第１  諸般の報告 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１、諸般の報告を行います。 

 明岳市長から報告事項がありますので、これを許します。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  皆さん、おはようございます。 

 このたび、１２月５日付で江田島市長に就任をいたしました、明岳周作でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 第６回江田島市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様には御出席をいた

だきまして、まことにありがとうございます。また、市民の皆様には、早朝から定例会

の傍聴にお越しをいただき、心からお礼申し上げます。 

 私の就任挨拶と、今後の市政運営につきましては、後ほど所信表明を述べさせていた

だきます。 

 それでは、１１月２４日、第５回臨時会閉会後の市政の主な事柄につきまして、５項

目報告を申し上げます。 

 まず、第１点目が、江田島市国際スポーツ親善交流会についてでございます。 

 １１月２７日、スポーツセンターで、第４回江田島市国際スポーツ親善交流会を開催

いたしました。この交流会は、本市に居住し、または就労している外国人市民の方と、

スポーツを通じて国際交流と親善を図ることを目的としたものでございます。 

 当日は、雨天のため、サッカーの部を中止し、急遽、バドミントン団体の部に切りか

えて実施をいたしました。市内の事業所に就労する外国人市民の方、江田島警察署、え

たじま国際ボランティアグループなどから、外国人３５人を含む５８人が、バドミント

ン男子１１チーム、女子７チーム、団体戦４チームに分かれて競技を行いました。 

 今回は、スポーツセンターの会議室で、本市の多文化共生相談員と日本語ボランティ

アによる国際交流コーナーを設け、応援に来ていた子供たちとゲームや会話により、楽

しく交流を深めました。 

 今後も、スポーツなどによる国際交流事業を行い、さまざまな活動を通じて、外国人

市民の方と交流を深めてまいります。 

 御協力いただいた関係機関、団体の皆様に感謝申し上げます。 

 ２点目は、江田島バス株式会社の経営状況についてでございます。 

 平成２８年１２月１日付で江田島バス株式会社から、第２９期（平成２７年１０月１
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日から平成２８年９月３０日まで）の決算について報告がありましたので、地方自治法

第２４３条の３第２項の規定により、別冊のとおり提出いたします。 

 今期の経営状況について、路線・貸し切りを合わせた収支は、収入が１億７，７７２

万６，０００円、支出が１億６，４０５万２，０００円で、１，３６７万４，０００円

の利益となっています。 

 引き続き、路線バスの効率化について検討するとともに、経営改善に取り組むよう努

力してまいります。 

 ３点目は、人権週間関連行事についてでございます。 

 １２月４日、農村環境改善センターで、第１２回ヒューマンフェスタ江田島を開催い

たしました。このイベントは、誰もが住みよいと思えるまちづくりをテーマに実施し、

約３４０人の方に来場いただきました。 

 当日は、人権啓発パネルの展示、市内小中学生から募集した人権作文やポスターの優

秀作品者への表彰式、優秀作文の朗読、多文化共生相談員が感じた「島のくらし」の意

見発表のほか、子供映画上映会として「ベイマックス」の鑑賞を行いました。メーンの

講演会では、漫才師の島田洋七さんが、「がばいばあちゃんから教えてもらった大切な

もの」と題して、自分の人生論や経験、祖母との生活などについて講演いたしました。 

 また、１２月５日には、江田島市人権擁護委員会委員が、啓発活動の重点目標「みん

なで築こう人権の世紀 考えよう相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う

心」をスローガンに、市内全域をパレードいたしました。 

 ４点目は、各種定期総会等についてでございます。 

 このことについて、別紙１のとおり開催され、市長、副市長及び関係部課長が出席い

たしました。 

 最後に５点目は、工事請負契約の締結についてでございます。 

 別紙２のとおり契約を締結いたしております。 

 以上で、市政報告を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で市長の報告を終わります。 

 次に、議長報告を行います。 

 地方自治法第２３５条の２第３項の規定による平成２８年１０月に係る例月出納検査

に対する監査の結果報告が、お手元にお配りしたとおり提出されておりますので、ごら

んいただくようお願いいたします。朗読は省略いたします。 

 以上で議長報告を終わります。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

日程第２  会議録署名議員の指名 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において、３番 上本一男

議員、４番 中下修司議員を指名いたします。 
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日程第３  会期の決定 

 

○議長（山根啓志君）  日程第３、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 今期定例会の会期は、本日から１２月２２日までの１０日間といたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、会期は１０日間と決定いたしました。 

 

日程第４  市長所信表明 

 

○議長（山根啓志君）  日程第４、市長所信表明を行います。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  本日、平成２８年第６回江田島市議会定例会を招集しました

ところ、議員各位の御出席をいただき、開会の運びとなりましたことに対し、感謝とお

礼を申し上げます。 

 このたび、私は、さきの市長選挙におきまして、多くの市民の皆様から御信任をいた

だき、第３代の江田島市長に就任いたしました。 

 市民の皆様から注がれる市政への大きな期待をひしひしと感じており、その職責の重

さに身が引き締まる思いでございます。それとともに、この緊張感の中、江田島市発展

のため、これからの人生をかけ「『ワクワクできる島』えたじま」づくりに向けた決意

を新たにしているところでございます。 

 本定例会は、市長就任後、初めての市議会でございますので、冒頭の貴重なお時間を

いただきまして、就任の御挨拶と、今後の市政運営につきまして、私の所信の一端を申

し上げ、市民の皆様並びに議員の皆様の御理解と御協力をお願いしたいと存じます。 

 さて、本年は、リオオリンピック・パラリンピックが開催され、多くのメダリストが

誕生するとともに、地元広島のプロ野球チームである広島東洋カープが、２５年ぶりに

リーグ優勝するなど、スポーツの分野で明るい話題があったように思います。 

 また、５月には、アメリカ合衆国のオバマ大統領が、現職として初めて広島市の平和

記念公園を訪問し、８月には天皇陛下が、象徴としてのお務めについてお言葉を述べら

れるなど、大きな時代の変化を感じさせる出来事もありました。さらに、まさかと思わ

れていたイギリスのＥＵ脱退の国民投票の結果や、アメリカ大統領選挙、韓国の大統領

罷免の運動など、時代はとてつもないスピードで、めまぐるしく変化をしております。

こうした変化は、私たちに無関係ではないと思っております。 

 江田島市においても、私は、一時の停滞も許されない状況であると感じております。 

 こうした中、我が江田島市の状況を振り返りますと、平成１６年１１月１日の合併以

来、１２年を経過したところでございます。 

 この間、市政においては、第１次総合計画では「自然との共生・都市との交流による
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海生交流都市」を、また、第２次総合計画では「協働と交流で創りだす『恵み多き島』

えたじま」を将来像として掲げ、オリーブ振興や体験型修学旅行の誘致などによる魅力

づくりや、市役所庁舎や市営船のあり方の整理、地方分権や自治体間連携への対応、行

財政改革の推進など、江田島市の活力づくりや基盤整備を着実に進めてこられました。 

 市政運営に当たられた歴代市長や、議員の皆様方、そして市民の皆様、さらには職員

を初めとするまちづくりにかかわってきた多くの先人のたゆまぬ御努力に対し、改めて

心から敬意を表する次第でございます。 

 しかしながら、合併当時、約３万１，０００人を超えていた人口は、直近の平成２７

年国勢調査では、約２万４，０００人まで減少、高齢化率も４０％を超えている厳しい

状況であり、残念ながら、人口減少や少子高齢化の抑制には至っておりません。 

 これからの江田島市は、より一層、人口減少・少子高齢化への対策や、将来を見据え

たまちづくりが必要でございます。 

 平均して年間約５００人のマイナスの人口減少の要因は、突き詰めると、生まれてく

る子供より、亡くなる方の数が多いこと、そして、市内へ転入される方より、就職など

を契機として、市外へ転出される方が多いことに尽きると思います。 

 したがって、私は、市内へ「しごと」をつくり出すこと、若い世代の方が子育てしや

すい環境をつくること、健康寿命を延ばすこと、この３つをこれからの江田島市の重要

なテーマとして、まちづくりを進めてまいりたいと考えております。 

 近年、国政においては、地方創生を掲げ、また、県政においても、中山間地域振興条

例を制定するなど、本市のような地方都市・中山間地域の活性化を積極的に支援する姿

勢を示しておられます。 

 今、江田島市では、現状を打破し、明るい未来を切り開くための変革が求められてお

ります。 

 これからの市政においては、これまで築いてきた成果を生かしつつ、地方への追い風

を活用しながら、住む人も、訪れる人も「『ワクワクできる島』えたじま」づくりに向

けた施策を強力に推し進めていく必要があると考えております。 

 それでは、私が市長選挙に当たり掲げました重点政策について、その決意と考え方を

申し上げます。 

 まず、私は、市政を運営する基本的な姿勢として、「熱意・誠意・創意」を胸に、物

事に取り組んでまいります。 

 熱意のないところには何も生まれません。誠実という心がないと信頼は生まれません。

創意を図らないと、きょうよりあすへと前進することができません。 

 私は、人が何かをなし遂げるために欠かせない、この「熱意・誠意・創意」をもって、

「『ワクワクできる島』えたじま」づくりに、みずからが全力で取り組んでまいります。 

 その上で、人口減少という課題に果敢に挑戦し、かつ「『ワクワクできる島』えたじ

ま」を実現していくため、先ほど申し上げたように、仕事の創出、子育てしやすい環境

づくり、健康寿命の延伸という３つのテーマに関する施策を重点的に推し進めてまいり

ます。 

 まず、１点目の仕事の創出についてでございます。 
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 将来を支える若い世代が、江田島市に住み続けるためには、地域に生き生きと働くこ

とができる「しごと」があり、活発な経済活動が営まれることによるにぎわいや活力を

感じられることが必要と考えております。 

 このため、カキ、地魚、ミカンをはじめとするかんきつ類やオリーブなど、地域の宝

である「島の恵み」のブランド化や６次産業化を進め、産業としての競争力を高めてま

いります。 

 また、海遊びや山遊びに適した穏やかな自然環境や、旧海軍兵学校に代表される歴史

遺産などを活用した、周遊・滞在型観光を推進し、市内観光の拠点となる魅力ある宿泊

観光関連施設の建設に取り組むことにより、観光産業の活性化を図ってまいります。 

 さらには、温暖な瀬戸内の島であり、かつ、広島市・呉市という都市圏に隣接すると

いうイメージのよさや地の利を生かし、学校跡地等の遊休地への企業誘致を促進するな

ど、江田島市の強みや価値を最大限に活用し、仕事の創出を図ってまいります。 

 次に、２点目の子育てしやすい環境づくりについてでございます。 

 「江田島で子育てがしたい」と感じることができるような、魅力的で、かつ安心して

子供を育むことができる環境を構築することは、子供を持つ若い世代、そして未来を支

える子供たちにとって、大変重要なことであると考えております。 

 このため、遊具や駐車場を備えた子育て支援センターを整備するとともに、延長保育

の拡充や病児保育導入による保育サービスの強化により、働いている方にとって、安心

して子供を預けることができる魅力的な環境を整えてまいります。 

 また、子育て家庭の大きな負担となっている学費や通学費に対し、奨学金免除制度の

創設や高校生の通学費助成などの支援拡充を行うことにより、子育て家庭の負担軽減を

図ってまいります。 

 江田島市の温暖で穏やかな気候や海や山などの美しい自然は、子供を育むのに適して

おりますので、これらハード・ソフト両面の施策に取り組むことにより、江田島市の子

育て環境にさらなる磨きをかけてまいります。 

 最後に、３点目の健康寿命の延伸についてでございます。 

 江田島市の活力を生み出すためには、市民の皆様が元気で健康であることが必要であ

ります。 

 このため、ふれあいサロンやサークル活動への支援、気持ちよく体を動かすことがで

きる人工芝グラウンドの整備などにより、人が活発に活動し、人とのつながりによるき

ずなを強め、健康に暮らすことができる環境を整えてまいります。 

 また、シルバー人材センターへの支援強化による高齢者の生きがいづくりや、地域包

括ケアシステムの構築促進など、温かみのある、地域ぐるみの福祉・医療の充実を図る

ことにより、健康寿命も平均年齢も日本一の江田島市を目指して、取り組みを進めてま

いります。 

 私は、これら３つを重点テーマとして、まちづくりを推進していく所存でございます。

次に、それに際しての基本的な考え方を２点申し述べさせていただきます。 

 １点目は、施策を判断する基準についてでございます。 

 何事かをなそうとした場合、物事には、必ずさまざまな背景や事情があります。 
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 しかしながら、私は、江田島市、そして市民にとって何が最善かという点を、唯一の

判断基準として、議会の皆様や市民の皆様と議論を尽くし、施策を進めていきたいと考

えております。 

 場合によっては、これまでの物事の考え方や進め方にそぐわないことがあるかもしれ

ません。 

 しかしながら、それを変えることが、市にとって、あるいは市民の皆様にとって、最

善の道であるならば、果敢に変革に取り組んでまいります。 

 ２点目は、行政、江田島市職員の役割についてでございます。 

 我が国全体が、人口減少社会を迎えている状況において、江田島市が、将来にわたっ

て元気で活力のある町であるためには、これまで以上に、江田島市の職員一人一人が自

覚を持って、思いを一つにし、江田島市をいい町にする、よりよい町にする、よりよい

未来づくりに全力で挑戦していくことが必要であると思っております。 

 私は、市役所の職員は、市民の皆様の喜びをふやし、悲しみを減ずることがその役割

であり、使命であると思っています。市民の皆様に寄り添って業務を遂行する、このこ

とが重要であると思います。 

 私は、職員の意欲と熱意を引き出し、よりよい江田島市づくりに向け、全職員一丸と

なってその役割を果たすことができる、強い行政組織の構築に取り組んでまいります。 

 江田島市は、恵み多き島であります。 

 私は、これまで申し上げた取り組みを、市民の皆様、そして市外の江田島市を応援し

てくださる皆様と心を一つにして推し進めることにより、私たちの子や孫の代に、この

すばらしい「『恵み多き島』えたじま」を、存在意義のある江田島市として引き継いで

いけると信じております。 

 「念ずれば花開く」という坂村真民先生（熊本県出身の詩人）の言葉があります。こ

の言葉は、ただ単に念じていれば、あるいはじっとお願いをしていれば、夢がかなうと

いう意味ではありません。何事も一生懸命に、祈るように努力し実践すれば、おのずか

ら道は開ける、夢や目標がかなうという意味であります。 

 皆様とともに、強い思いを持って実践をすることにより、江田島市をいい町に、より

よい町にしていきましょう。 

 私は、次世代を担う子供たちが、夢と希望が持てるような江田島、住む人も、訪れる

人も「『ワクワクできる島』えたじま」の実現に向け、全力で取り組んでまいります。 

 以上、市政運営につきまして、私の所信を申し述べさせていただきました。 

 詳しい市政運営の方針につきましては、平成２９年度、来年度の予算編成時に、再度、

お示しをさせていただきます。 

 議員各位並びに市民の皆様におかれましては、私の江田島市に対する思いをお酌み取

りいただき、今後の市政運営に関しまして格段の御理解、御協力を賜りますよう重ねて

お願い申し上げ、市長就任の所信表明といたします。 

 ありがとうございました。 

○議長（山根啓志君）  以上で市長所信表明を終わります。 
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日程第５  選挙第１号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第５、選挙第１号 選挙管理委員及び補充員の選挙につ

いてを行います。 

 選挙の方法は、選挙・指名推選の方法がありますが、いかがいたしましょうか。 

（「議長の指名推選」の声あり） 

 お諮りいたします。 

 ただいま、議長による指名推選の声がありましたので、選挙の方法については、地方

自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推選によることに決定いたしました。 

 選挙管理委員には、岡本義紀君、御堂岡勝敏君、米田俊二君、峯本睦子君、以上の方

を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま、議長が指名しました方を、選挙管理委員の当選人と定めることに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました岡本義紀君、御堂岡勝敏君、米田俊二君、峯本睦

子君、以上の方が選挙管理委員に当選されました。 

 次に、選挙管理員補充員には、谷本誠一君、新宮茂樹君、長原成人君、熊倉町子君、

以上の方を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま、議長が指名しました方を、選挙管理委員補充員の当選人と定めることに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました谷本誠一君、新宮茂樹君、長原成人君、熊倉町子君、

以上の方が選挙管理委員補充員に当選されました。 

 次に、補充員の順序についてお諮りいたします。 

 補充の順序は、ただいま議長が指名しました順序にしたいと思いますが、御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、補充の順序は、ただいま議長が指名した順序に決定しました。 

 

日程第６  報告第９号 
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○議長（山根啓志君）  日程第６、報告第９号 専決処分の報告について（広島県市

町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び広島県市町総合事務組合規約の

改正について）を議題といたします。 

 直ちに提出者から報告を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、報告第９号 専決処分の報告につ

いて（広島県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び広島県市町総合

事務組合規約の改正について）でございます。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された、市長の専決事項の指定につい

てに基づきまして、広島県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び広

島県市町総合事務組合規約の改正について専決処分したので、同条第２項の規定により

まして、議会に報告するものでございます。 

 内容につきましては、総務部長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  専決処分いたしました報告第９号について説明いたしま

す。 

 議案書の２ページをお願いします。 

 このたびの専決処分は、本市が加入いたします広島県市町総合事務組合の構成団体で

あります山県郡西部衛生組合が、平成２９年３月３１日をもって同組合を解散し、同年

４月１日から広島県市町総合事務組合を脱退するため、地方自治法第２８６条第１項の

規定により、広島県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数を減少し、この規約

を改正することについて、平成２８年１１月２９日、市長名をもって専決処分をしたも

のでございます。 

 内容について、専決処分書により説明いたします。 

 改正いたします規約のうち、別表１は、組合を組織する地方公共団体を、別表２は、

組合の共同処理する事務を規定するもので、それぞれの表から、山県郡西部衛生組合を

削除するものです。 

 附則として、この規約は平成２９年４月１日から施行することとしております。 

 参考資料としまして、３ページから４ページにかけて改正規約案の新旧対照表を、５

ページに関係規定を添付しております。 

 以上で、報告第９号の説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、報告第９号の報告を終わります。 

 

日程第７  同意第２号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第７、同意第２号 公平委員会の委員の選任につき同意

を求めることについてを議題といたします。 
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 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、同意第２号 公平委員会の委員の

選任につき同意を求めることについてでございます。 

 平成２８年１２月１５日で任期満了となる、公平委員会の委員 山田睦枝さんの後任

として、次の者を公平委員会の委員として選任したいので、地方公務員法第９条の２第

２項の規定によりまして、議会の同意を求めるものでございます。 

 選任したい方は、住所が江田島市沖美町○○○○○○番地○、氏名が川尻博文さんで

す。昭和○○年○月○日生まれ、６３歳でございます。 

 川尻さんは、人格が高潔で、地方自治の本旨及び民主的で能率的な事務の処理に理解

があり、人事行政に関し識見を有する方でございます。 

 何とぞよろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、こと人事に関することでありますので討論は省略し、直ちに起立により採決

に入ります。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案はこれに同意することに決定いたしました。 

 

日程第８  同意第３号～日程第１１  同意第６号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第８、同意第３号から日程第１１、同意第６号 固定資

産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについてまでの４案を一括議題

といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま一括上程されました、同意第３号から同意第６号ま

での固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについてでございま

す。 

 最初に、議案書９ページ、同意第３号でございます。 

 平成２８年１２月１５日で任期満了となる、次の固定資産評価審査委員会の委員を、

引き続き選任したいので、地方税法第４２３条第３項の規定によりまして、議会の同意

を求めるものでございます。 
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 選任をしたい方は、住所が江田島市大柿町○○○○○○番地○、氏名が二矢川敏郎さ

んで、昭和○○年○月○日生まれ、７４歳でございます。 

 続きまして、議案書１１ページ、同意第４号でございます。 

 平成２８年１２月１５日で任期満了となる、次の固定資産評価審査委員会の委員を、

引き続き選任したいので、地方税法第４２３条第３項の規定によりまして、議会の同意

を求めるものでございます。 

 選任をしたい方は、住所が江田島市能美町○○○○○○番地○、氏名が今田知二さん

で、昭和○○年○○月○○日生まれ、６９歳でございます。 

 続きまして、議案書１３ページ、同意第５号でございます。 

 平成２８年１２月１５日で任期満了となる、次の固定資産評価審査委員会の委員を、

引き続き選任したいので、地方税法第４２３条第３項の規定によりまして、議会の同意

を求めるものでございます。 

 選任をしたい方は、住所が江田島市江田島町○○○丁目○番○○号、氏名が久岡重樹

さんで、昭和○○年○月○○日生まれ、６９歳でございます。 

 続きまして、議案書１５ページ、同意第６号でございます。 

 平成２８年１２月１５日で任期満了となる、次の固定資産評価審査委員会の委員を、

引き続き選任したいので、地方税法第４２３条第３項の規定によりまして、議会の同意

を求めるものでございます。 

 選任をしたい方は、住所が江田島市沖美町○○○○○○番地、氏名が城山昭博さんで、

昭和○○年○月○日生まれ、６６歳でございます。 

 以上４件の同意でございます。何とぞよろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 本４案に対する質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、こと人事に関することでありますので討論は省略し、直ちに起立により採決

に入ります。 

 最初に、同意第３号についてを採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案はこれに同意することに決定いたしました。 

 次に、同意第４号についてを採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案はこれに同意することに決定いたしました。 
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 次に、同意第５号についてを採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案はこれに同意することに決定いたしました。 

 次に、同意第６号についてを採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案はこれに同意することに決定いたしました。 

 

日程第１２  諮問第４号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１２、諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につい

てを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、諮問第４号 人権擁護委員候補者

の推薦についてでございます。 

 平成２９年３月３１日で任期満了となる、次の人権擁護委員を、引き続き人権擁護委

員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして、

議会の意見を求めるものでございます。 

 推薦したい方は、住所が江田島市江田島町○○○丁目○○番○号、氏名が中村和之さ

んで、昭和○○年○月○○日生まれ、６９歳でございます。 

 中村さんは、人格識見が高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある

方でございます。何とぞよろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、こと人事に関することでありますので討論は省略し、直ちに起立により採決

に入ります。 

 お諮りいたします。 

 人権擁護委員の候補者として、中村和之君を適任とすることに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 
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 よって、中村和之君を適任とすることに決定いたしました。 

 

日程第１３  議案第７０号～日程第１６  議案第７３号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１３、議案第７０号 江田島市一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例案についてから、日程第１６、議案第７３号 江田島

市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例案についてまでの４

議案を一括議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま一括上程されました、議案第７０号から議案第７３

号までについてでございます。 

 最初に、議案書２３ページ、議案第７０号 江田島市一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 人事院勧告に準じて、一般職の職員の給与を改定すること及び地方公務員法の一部改

正に伴いまして、現行条例の一部を改正する必要がありますので、地方自治法第９６条

第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 続きまして、議案書３６ページ、議案第７１号 江田島市特別職の職員で常勤のもの

の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 特別職の期末手当について、国家公務員に準じて改定することに伴いまして、現行条

例の一部を改正する必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によ

りまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 続きまして、議案書３９ページ、議案第７２号 江田島市議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 本市議会の議員の期末手当について、国家公務員に準じて改定することに伴いまして、

現行条例の一部を改正する必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規

定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 続きまして、議案書４２ページ、議案第７３号 江田島市一般職の任期付職員の採用

等に関する条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 人事院勧告に準じて、一般職の任期付職員の給与を改定するため、現行条例の一部を

改正する必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、

議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、総務部長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  それでは、ただいま一括上程されました議案について、

順次説明をさせていただきます。 

 議案第７０号について、説明をいたします。 

 議案書２４ページから３１ページにかけまして改正条文を、参考資料としまして、３
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２ページから３５ページに新旧対照表を、４７、４８ページに主な改正内容を添付いた

しております。初めに、主な改正内容を説明させていただき、その後、議案の説明をい

たします。 

 議案書４７ページの参考資料をごらんください。 

 本定例会に上程いたしております、議案第７０号から第７３号までの４つの議案は、

いずれも給与等に関するものでございますが、人事院勧告などに基づくものであるため、

参考資料を一つに取りまとめ、議案関連部分を抜粋して説明をさせていただきます。 

 まず、議案第７０号についてですが、今回一部改正を行う条例の名称は、縦１に示し

た次の４条例でございます。 

 （１）江田島市一般職の職員の給与に関する条例。 

 （２）江田島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例。 

 （３）江田島市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例。 

 （４）江田島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例。 

 このうち、本議案に関する改正内容について、参考資料より関連部分を抜粋して説明

をいたします。 

 人事院勧告に基づきます給与改定の主な改正内容は、３点ございます。 

 まず、１点目は、縦２にございます給料月額の引き上げでございます。（１）として、

民間給与との格差を埋めるため、給料表の水準を平均で０．２％引き上げるものです。

この実施時期は、（３）に示しております平成２８年４月１日です。 

 ２点目の改正点は、縦３に示しております期末・勤勉手当の引き上げです。人事院勧

告の内容は、（１）に示しておりますように、民間の支給割合に見合うように、次のと

おり引き上げるものです。 

 ア、一般職は、０．１月分、イ、再任用職員は、０．０５月分、それぞれ勤勉手当を

引き上げることとしています。 

 平成２８年度支給月数は、下の表にありますとおり表の一番上の行でございますが、

一般職は、勤勉手当を０．１月分引き上げ、現行の年間合計１．６月分を１．７月分と

します。 

 また、次の行にございます再任用職員は、勤勉手当を０．０５月分引き上げ、現行の

年間合計０．７５月分を０．８月分といたします。 

 次に、４８ページをお願いいたします。 

 ただいまの支給割合の変更に伴いまして、平成２９年度以降の支給割合の調整を行い

ます。平成２９年度以降の支給月数は表に示すとおりで、支給月数の合計は変更ござい

ませんが、支給割合を６月期と１２月期にそれぞれ等分に振り分けて調整しております。

（３）に示しておりますこの実施時期は、平成２８年度分については、平成２８年１２

月１日。平成２９年度以降の支給については、平成２９年４月１日です。 

 改正の３点目は、縦４に示しております扶養手当の見直しでございます。 

 人事院勧告の内容は、（１）に示しております配偶者に係る手当額を、他の扶養親族

と同額まで段階的に減額するもので、下の表に示しております現行の１万３，０００円

を、平成２９年度は１万円に、平成３０年度以降は６，５００円とするものでございま
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す。（２）としまして、配偶者手当の減額分で得られる原資を子に係る手当に配分し、

段階的に増額するもので、下の表に示しておりますとおり現行の６，５００円を、平成

２９年度は８，０００円に、平成３０年度以降は１万円とするものでございます。

（３）としまして実施時期は、ともに平成２９年４月１日からです。 

 それでは、改正条文の説明をいたします。 

 議案書の２４ページをお願いします。 

 江田島市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例としまして、第１条

で給料表の改定、その別表を２５ページから２６ページに記載しております。 

 ２７ページをお願いします。 

 第２条で平成２８年度の勤勉手当の引き上げを、第３条で地方公務員法の一部改正に

伴う改正と、扶養手当の見直し及び平成２９年度以降の勤勉手当の支給割合の調整をし

ております。 

 また、附則としまして施行期日など、給与の内払いのみなし規定を定めております。 

 続きまして、議案第７１号及び議案第７３号について説明いたします。 

 議案第７１号及び第７２号の一部改正等を行う２つの条例案について、初めに主な改

正内容を説明させていただき、その後、各条文の説明をいたします。 

 議案書４７ページの参考資料にお戻りください。 

 先ほどの議案第７０号の説明と重複する部分がございますが、第７１号及び第７２号

議案につきましても、人事院勧告よる国家公務員の給与改定に基づくものであるため、

参考資料から、議案関連部分を抜粋して説明させていただきます。 

 改正をお願いいたしますのは、縦１に示しております今回の一部改正等を行う条例の

名称にお示ししております次の２つ、（２）江田島市特別職の職員で常勤のものの給与

及び旅費に関する条例、（３）江田島市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例でございます。 

 改正内容は、縦３の期末・勤勉手当の引き上げに示しておりますとおりで、（１）民

間の支給割合に見合うように、ア、特別職及び議会議員の期末手当を０．１月分引き上

げるものです。平成２８年度支給月数は、下の表から２行目、３行目に示しております

とおり、特別職及び議会議員の期末手当として、現行の年間４．２月分を４．３月分と

するものでございます。 

 ４８ページをお願いします。 

 この支給割合の変更に伴いまして、平成２９年度以降の支給割合の調整を行います。

平成２９年度以降の支給月数は、表に示しておりますとおり、支給月数の合計は変更ご

ざいませんが、０．１月分引き上げた支給割合を６月期と１２月期にそれぞれ等分に０．

０５月分として振り分けて調整しております。（３）に示しております実施時期は、平

成２８年度については、平成２８年１２月１日。平成２９年度以降支給については、平

成２９年４月１日です。 

 それぞれの議案の改正条文の説明をいたします。 

 議案書の３７ページをお願いします。 

 江田島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条
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例として、第１条で平成２８年度の期末手当の引き上げを、第２条で平成２９年度以降

の期末手当の支給割合の調整を定めております。 

 なお、附則として施行期日等、期末手当の内払いのみなし規定を定めており、３８ペ

ージには参考資料として、条例案新旧対照表を添付しております。 

 議案書の４０ページをお願いします。 

 江田島市議会議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例として、第

１条で平成２８年度の期末手当の引き上げを、第２条で平成２９年度以降の期末手当の

支給割合の調整を定めております。 

 なお、附則として施行期日等、期末手当の内払いのみなし規定を定めており、４１ペ

ージには参考資料として、条例案新旧対照表を添付しております。 

 続きまして、議案第７３号について説明いたします。 

 参考資料４７ページにお戻りください。 

 これまでの３議案と重複する部分がございますが、第７３号議案につきましても、人

事院勧告に基づくものであるため、参考資料から、議案関連部分を抜粋して説明させて

いただきます。 

 今回、一部改正等を行う条例の名称は、１に示しておりますもののうち、（４）江田

島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例です。 

 人事院勧告に基づく給与改定の主な改正内容は、２点ございます。 

 まず、１点目は、縦２に示しております、給料月額の引き上げです。（２）にお示し

しております特定任期付職員の給料月額を、国と同じ俸給月額に改定し、下の表に示し

ておりますとおり１号給、２号給について、それぞれ１，０００円を引きあげるもので

す。（３）としまして、この実施時期は平成２８年４月１日からです。 

 ２点目の改正点は、縦３に示しております期末手当の引き上げでございます。 

 人事院勧告の内容は、（１）として民間の支給割合に見合うように、ア、特定任期付

職員は０．１月分引き上げ、平成２８年度支給月数は、表の一番下の行に示しておりま

す特定任期付職員の期末手当として０．１月分引き上げ、現行の年間合計３．１５月分

を３．２５月分とします。 

 次に、４８ページをお願いします。 

 この支給割合の変更に伴い、平成２９年度以降の支給割合の調整を行います。平成２

９年度以降の支給月数は、表に示すとおりで支給月数の合計は変更ございませんが、０．

１月分引き上げた支給割合を、６月期と１２月期に等分に振り分けて調整しております。

（３）実施時期としまして、平成２８年度については、平成２８年１２月１日。平成２

９年度以降の支給については、平成２９年４月１日です。 

 改正条文の説明をいたします。 

 議案書の４２ページをお願いいたします。 

 江田島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例のうち、第

１条で給与月額の引き上げを、第２条で平成２８年度の期末手当の引き上げを、第３条

で平成２９年度以降の期末手当の支給割合の調整を定めています。 

 なお、附則として施行期日等、期末手当のみなし払いの規定を定めており、４５ペー
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ジには参考資料として、条例案新旧対照表を添付しております。 

 なお、本条例案に定めております特定任期付職員の採用は、現在のところ、本市では

ございません。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 本４議案に対する質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  人事院勧告でしょうがないいうのもあるんかもわからんの

ですが、ちょっと気になるのは４８ページの説明のところなんですけど、いわゆる民間

賃金との格差を是正するために賃上げということになっておるんですけど、扶養手当が

見直しをされておるわけなんですが、これを、てんびんにかけた場合に、生涯賃金はど

ういうふうになるんですか。ふえるんですか、減るんですか。減るんじゃないかと思う

んだけどね、私は。ほんなら、何のための人事院勧告かなというふうに考えるんですけ

ど、その辺、これ人事院勧告やからね、私は知らんのじゃと言われてもしようがないん

だけど、あなた方は多分、そういう計算しておると思うんやけど、どういうふうになる

のか。 

 それともう１点は、再任用の方の賃金は、これ今、幾らになっておるのか、その２点。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  ただいまの、扶養手当の改定に伴う片平議員からの御質

問ですが、今回の扶養手当の改定につきましては、資料４８ページに示させていただい

ておりますとおり、配偶者の手当を段階的に引き下げ、これで得た原資を子の手当てに

配分するということで、配偶者の手当が現在１万３，０００円から６，５００円に減額

されます。これで得られた原資を、子の手当が現在６，５００円のものを１万円に引き

上げるというものでございますので、人事院勧告の趣旨は、女性の方も活躍していく社

会の基盤を整備しようということが１点と、もう１点は、子育て支援に対してより手厚

く扶養手当を引き上げていこうという趣旨でさせていただいておるものでございますの

で、本市におきましてもこの趣旨に鑑みて、今回、改定をお願いするものでございます。 

 そしてもう１点、再任用職員の給与でございますが、議案第７０号に示しております

給与改定表が２６ページにお示ししておりますけれども、再任用職員については、今回、

改定をお願いする額が２６ページの３級のところを見ていただいて、３級のところの一

番下に再任用職員という欄がございますが、ここに示しております２５万４，４００円、

この額に今回、引き上げをお願いさせていただくものでございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  それで、再任用の賃金はいいんですが、私、扶養手当を削

ってよ、扶養手当を削って子供のそういう手当に回していう、こそくな考えを政府はや

っておるわけなんじゃけど、これじゃ、さっき言った生涯賃金、生涯賃金はふえるんで

すか。計算してみにゃわからんと思うんですが、計算した場合には。これから何年も勤
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めるわけだからね。これどうなるんですか。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  申しわけありません。生涯賃金としては計算しておりま

せんが、この考え方でいくと、配偶者の方の手当は下がりますが、子供さんがたくさん

いらっしゃれば、子供さんに対する扶養手当は上がるわけですので、家族構成によって、

生涯賃金の考え方が変わってこようかと思います。御夫婦だけの家庭であれば、生涯賃

金下がってまいりますけれども、子育て世代に対しては、生涯賃金は上がってくるとい

うような考え方になるのではないかと思います。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかにありませんか。 

 ４番 中下議員。 

○４番（中下修司君）  議案第７２号の江田島市議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例案についてですけど、人事院勧告があれば、必ず条

例改正案を出さなければいけないのか。もし、出さなければ、職務怠慢になるいうのか、

法律違反になのかと。それとも、どうせこれは議決事項、条例改正の議決事項だから、

議会の判断を仰ぐから、とにかく人事院勧告あれば、議案を提出するというのか、はっ

きりそのあたり、簡単に答えていただきたいと思います。出さなくて、人事院勧告があ

っても、今回のような０．１カ月分の期末手当の増額ですね、報酬審議会にもかけられ

ないと。そういうものは出さなくていいものか、必ず出すべきものなのかという１点だ

け、簡潔に答えていただきたいと思います。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  議員報酬の改定についてというお尋ねでよろしいでしょ

うか。 

○４番（中下修司君）  はい。 

○総務部長（山本修司君）  必ず、人事院勧告があったから、必ず法的に出さなけれ

ばならないというものではないと思います。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより議案ごとに討論と採決を行います。 

 初めに、議案第７０号 江田島市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例案について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 
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 議案第７０号 江田島市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案に

ついては、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７１号 江田島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例案について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 議案第７１号 江田島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例案については、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７１号 江田島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例案について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 議案第７２号 江田島市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例案について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 ４番 中下議員。 

○４番（中下修司君）  議員報酬については、私が議員になって、来年１０月でまた

選挙があるわけです。議員になって、これで４回目の改正です。人事院勧告とか、それ

から報酬等審議会でそういう方針とかで、そのたびにあるんですけど、本来、前にこと

しの２月議会でも言ったと思うんですけど、議員というのは立候補するときには、報酬

もわかってるわけですね。それで、この４年間やっていこうというのが、どういうんで

すかね、建前で立ってるわけです。それが、このたびで４回目だと、私が議員になって。

今回は、０．１カ月分ですけど、その０．１カ月の増改定が出されていると。だから議

員の報酬とか期末手当というのは、４年間活動してみて議員間で、次の議員、来年の１

０月以降の議員はどうあるべきかと。今まで、どうもこれは少ないようだというんであ

れば、来年の９月議会で、次の議員にはこうしてあげたいというのが、私は、どういう
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のか、きれいな、市民の皆さんに納得していただけるやり方だと思うんです。 

 特に前回、議員になって最初のときに、最初の議会ですが、すぐ２７万円が３２万円

に上がったわけですね。恐らく議員の皆さんは、一般市民から聞かれるのは、議会はど

うですか、大変ですかということと、どれぐらい議会の回数があるんですかと、それと

議員報酬はどれぐらいですかと聞かれることが多いです。ほかに、いろいろな施策につ

いても聞かれることが多いんですけど。だからもう少し、私としては、今回あたりの０．

１カ月分を、行政のほうから、執行部のほうから条例改正を上げてもらうというのは、

甚だ私にとっては迷惑だと。それなら９月に、来年の９月、選挙前に次の議員はどうあ

るべきかと、報酬はということで上げてもらいたいということで反対をいたします。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  次に、賛成討論はありませんか。 

 ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  ２番議員、酒永光志は、本議案に賛成の立場で討論を行いま

す。その理由について、私の意見を述べさせていただきます。 

 今回の改定は、報酬額の改定にあらず、人事院勧告に準じて改定される一般職の給与

及び国家公務員に準じて改定される特別職の給与改定に同じく期末手当の支給月数が改

定されるもので、平成２８年度支給分を０．１月分引き上げるものでございます。 

 我々議員は、議会活動のほか、地域における住民ニーズの把握や各種行事への参加等、

さまざまな議員活動を行っております。都市部を中心に、その専業化が進んでいるとこ

ろでございます。 

 一方、地方選挙では投票率も低下傾向とともに、近くでは神石高原町の町長・議員の

ダブル選挙が無投票当選となるなど、住民の関心の低さや、地方議会議員のなり手不足

も懸念されておるところでございます。 

 幅広い層からの政治参加や、これから議員を志そうとする者のためにも、今回の改定

は必要と考え、この議案に賛成をいたします。 

 以上で、私の賛成討論を終わります。 

○議長（山根啓志君）  ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 議案第７２号 江田島市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例案については、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７３号 江田島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改

正する条例案について討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 議案第７３号 江田島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する

条例案については、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 １１時３０分まで休憩いたします。 

                           （休憩 １１時１８分） 

                           （再開 １１時３０分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第１７  議案第７４号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１７、議案第７４号 江田島市税条例の一部を改正す

る条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、議案第７４号 江田島市税条例の

一部を改正する条例案についてでございます。 

 地方税法の一部改正に伴いまして、現行条例の一部を改正する必要がありますので、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 内容につきましては、市民生活部長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山田市民生活部長。 

○市民生活部長（山田 淳君）  それでは、議案第７４号について説明いたします。 

 議案書５１ページをお開きください。 

 内容については、５０ページ、５１ページに改正条文、５２ページに新旧対照表、５

３ページに参考資料として江田島市税条例の改正要旨を添付しております。５３ページ

の改正要旨により説明いたします。 

 本案は、地方税法の一部改正により、固定資産税の減額措置のうち地方税法が定める

特例率の基準を範囲内において条例で定めるものとされる、通称わがまち特例の対象が

特定再生可能エネルギー発電設備等６項目追加されたため、課税標準の特例率を定める

ものでございます。 

 いずれも、平成２８年４月１日から平成３０年３月３１日までに取得した償却資産を
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対象といたします。 

 附則第１０条の２、法附則第１５条第２項第１号等の条例で定める割合でございます。 

 国が示す基準どおり第５項におきまして、津波防災地域づくりに関する法律による津

波対策の用に供する償却資産について、課税標準を２分の１と規定いたします。 

 第８項におきまして、太陽光発電設備のうち電気事業者による再生可能エネルギー電

気の調達に関する特別措置法による認定発電設備の対象外である設備について、課税標

準を３分の２といたします。 

 なお、太陽光発電設備につきましては、対象の償却資産等に改正がありましたので、

改正内容を表に整理し記載をしております。 

 第９項で、風力発電設備に係るものを３分の２、第１０項で水力発電設備に係るもの

を２分の１、第１１項で地熱発電設備に係るものを２分の１、第１２項でバイオマス発

電設備に係るものを２分の１とそれぞれ規定を追加しております。 

 そのほかの項につきましては、特例の追加に伴い項番の整理を行ったものでございま

す。 

 課税標準の特例期間は、いずれも新たに固定資産税が課されることになった年度から

３年度分とされております。 

 ５０ページをお願いいたします。 

 附則第１条におきまして、施行期日を平成２９年４月１日とし、５０から５１ページ

にかけまして附則第２条から第８条において、経過措置を定めております。 

 以上で、議案第７４号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１８  議案第７５号 
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○議長（山根啓志君）  日程第１８、議案第７５号 公の施設の指定管理者の指定に

ついてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、議案第７５号 公の施設の指定管

理者の指定についてでございます。 

 シーサイド温泉のうみ及びサンビーチおきみについて、株式会社休暇村サービスを指

定管理者として指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定によりまして、

議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、総務部長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  議案第７５号について説明いたします。 

 本議案は、平成２９年３月３１日に指定期間が満了いたしますシーサイド温泉のうみ

及びサンビーチおきみの２施設について、公募により選定した者を、指定管理者として

指定したいので、提案するものでございます。 

 それでは、今回指定したい公の施設の名称、指定管理者、指定の期間について御説明

いたします。 

 施設の名称は、シーサイド温泉のうみ及びサンビーチおきみの２施設です。 

 指定管理者は、団体名、株式会社休暇村サービス、所在地、東京都台東区上野７丁目

６番５号で、指定期間は平成２９年４月１日から平成３１年３月３１日までの２年間と

しております。 

 ５５、５６ページをお開きください。 

 参考資料としまして、施設の名称、施設の概要、指定団体（候補者）の概要、それか

ら、指定管理者の業務の範囲、選定の理由などを記載いたしております。 

 なお、予定する年間指定管理料は、１，０２８万６，０００円（税込）でございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  能美ロッジがやまるわけなんだけど、あれを含めて３施設

で１，０００万円であったんですよね、今までは。２施設で、やっぱり１，０００万円

いうのは、どういう根拠なんですか。 

○議長（山根啓志君）  長原産業部長。 

○産業部長（長原和哉君）  これまで、３施設の各施設の収支状況を見てみますと、

休止する能美海上ロッジが、多少、収益のプラス要因でありました。そして今度は、サ

ンビーチおきみが期間営業だったのが通年営業ということになりまして、こちらのほう

ではより赤字が拡大するというふうに判断しております。 
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 しかし、近年、シーサイド温泉のうみのカキ小屋等の営業許可による収支の改善が見

られていること、サンビーチおきみの魅力の発信の効果を図るなどの営業努力等を考慮

しまして、さらに現在の市の財政状況を考慮して、据え置きの１，０２８万６，０００

円ということにさせていただきました。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  どっちにしても、それともう一つは、今まで５年であった

と思うんじゃけど、２年、今度は。だから、５年にせんかったいうのは、向こうがね、

国民休暇村のほうが５年間、どうもやっても余り意味がない。こういう言い方は悪いん

じゃけど、余りようないんじゃないか思って２年にしたのかどうかはわからんので、そ

の辺は答えんでもええんじゃけど。それと、やっぱり今までどおり１，０００万円払っ

て、魅力事業を発展さすいうてもですね、なかなかそこがうまいぐあいにいかんから、

能美ロッジは耐震化もあるんじゃけど、余りもうかってない。サンビーチは、まだ行く

人が少ないんですよ。どうやってその、魅力事業を交わさすんか具体的なもん、むこう

も出しておるんでしょう。その辺はどうなんですか。２年間にするいうことと、こうい

うふうに改善していってやりますんでいうふうな、計画書みたいなもん出しとるでしょ

事業者とういうのは。 

○議長（山根啓志君）  長原産業部長。 

○産業部長（長原和哉君）  まず最初に、２年間とした理由は、新たな新施設を設置

するということがありまして、残りのサンビーチおきみ、シーサイド温泉のうみについ

ては、その新施設と合わさってどういう運営をしていくかということがありますので、

まず２年間にさせていただきました。 

 そしてもう一つ、経営改善の方策については、指定管理者選定委員会の中において、

各事業所のほうから指定申請の関係書類を出していただいております。その中で情報発

信についての項目、より魅力のあるもの、地域としての施設の魅力、それをＰＲしてい

って、改善していきますよというようなことを外部委員を含めた委員の中で検討した結

果、休暇村サービスで大丈夫であろうということで、今回、議案として上程させていた

だいたという次第でございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  うまいぐあいいってくれりゃあ文句はないんだけど、サン

ビーチじゃなしに、グリーンピアね、ありますよね、安浦に。市長はよう知っとる思う

んじゃけど。ここはね、どうも撤退するみたいな、今やりよる人がね、あそこが撤退す

るわけでね、これ今どこがやりよるか知らんのじゃけどね。おきみのサンビーチがうま

いぐあいにいってくれりゃあ、そらええんですが、２年間たって、もう私は撤退します

言われたらですね、今度、７００万円補正予算組んでますよね、設備をリニューアルす

るいうんで。全部無駄になるんじゃないか思うんだけど、この辺はしっかりやってくれ

りゃあええとは思うんだけどね。先の見通しはあるんでしょう。 

○議長（山根啓志君）  長原産業部長。 
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○産業部長（長原和哉君）  江田島市の第２次総合計画の中で、交流人口１００万人

を目指しているというところが一つ戦略にあります。それを目指して、鋭意努力しよう

と、そして新市長の方針の中でも、宿泊施設というものは、必須の施設であるというふ

うに話がありましたので、どんどん進めて、その目標を目指して頑張りたいと思います。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 １３時まで休憩いたします。 

                           （休憩 １１時４５分） 

                           （再開 １３時００分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第１９  議案第７６号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１９、議案第７６号 平成２８年度江田島市一般会計

補正予算（第３号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、議案第７６号 平成２８年度江田

島市一般会計補正予算（第３号）でございます。 

 平成２８年度江田島市の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条 第１項 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８，１３５万３，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１６４億１２０万９，０００円

とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳
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入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為の補正 

 第２条 債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

 地方債の補正 

 第３条 地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 内容につきましては、総務部長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  議案第７６号 一般会計補正予算（第３号）につきまし

て、歳入歳出補正予算事項別明細書で説明をいたします。 

 事項別明細書の２８、２９ページをお願いいたします。 

 最初に歳入からでございます。 

 １３款使用料及び手数料、２項手数料、６目消防手数料は、特定屋外タンク保安検査

手数料の増額補正です。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金は、保険基盤安定負担金

の増額補正です。 

 ３目災害復旧費国庫負担金は、本年１月に発生しました畑漁港施設災害復旧事業に対

する負担金の増額補正です。 

 ２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金は、臨時福祉給付金給付事業費補助金及び事

務費補助金の増額補正です。 

 ４目農林水産業国庫補助金は、内示額の減に伴う農山漁村地域整備交付金の減額補正

です。 

 ５目土木費国庫補助金は、内示額の減に伴う道路維持管理、道路改良及び都市下水路

ポンプ場関係の社会資本整備総合交付金の減額補正です。 

 ６目教育費国庫補助金は、国の補正予算（第２号）に伴う学校施設環境改善交付金の

増額補正です。 

 ３０、３１ページをお願いします。 

 １５款県支出金、１項県負担金、２目民生費県負担金は、保険基盤安定負担金の増額

補正です。 

 ２項県補助金、４目農林水産業費県補助金は、水産基盤整備事業補助金及び地域水産

物供給基盤整備事業補助金の減額補正です。 

 ６目土木費県補助金は、急傾斜地崩壊対策事業費補助金及び急傾斜地維持管理に係る

県移譲事務交付金の減額補正です。 

 ８目教育費県補助金は、３項委託金、４目教育費委託金との組み替えに伴う県教委指

定事業補助金の減額補正です。 

 １７款１項寄附金、２目指定寄附金は、民生費寄附金として保育施設への寄附、教育

費寄附金として切串小学校、江田島中学校への寄附がありましたので、増額補正を行っ

ています。 

 ３２、３３ページをお願いします。 
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 １８款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は、このたびの財源調整と

して減額補正を行っています。 

 ２０款諸収入、５項４目雑入は、臨時福祉給付金事業に伴う臨時職員社会保険料の増

額補正です。 

 ２１款１項市債、１目総務債は、路線バス購入費補助事業に係る過疎対策事業債(過

疎地域自立促進特別事業)、いわゆる過疎ソフト事業からハード事業への組み替え補正

です。 

 ４目農林水産業債は、海岸保全事業県負担金の増額に伴う公共事業等債の増額補正で

す。 

 ５目土木債は、急傾斜地崩壊対策事業の事業費減額に伴う一般単独事業債(合併特例

債)の減額補正です。 

 ６目教育債は、国の補正予算(第２号)に伴う、大柿中学校渡り廊下耐震事業及び空調

機設置事業に係る一般単独事業債(合併特例債)の増額補正です。 

 ９目消防債は、消防庁舎整備事業に伴う一般単独事業債(合併特例債)の増額補正です。 

 続いて、歳出でございます。 

 今回の、歳出補正予算の主な内容は、国の補正予算(第２号)に伴います事業費の増額、

臨時福祉給付金給付事業の増額、指定寄附に伴う備品購入などの増額、国・県支出金の

内示額の減に伴います補助事業費の減額などの補正でございます。 

 また、人件費につきましては、人事院勧告に基づきます給与改正に伴う職員手当等の

補正を各款・項・目において計上しております。 

 その内訳及び合計につきましては、６４、６５ページの給与費明細書にお示しをして

おります。 

 それでは、人件費関係を除きます主な補正について説明をいたします。 

 ３４、３５ページをお願いいたします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、５目財産管理費は、旧大君保育園の民間事業者への有

償貸し付けに伴います国・県補助金の返還金の増額補正です。 

 ６目企画費は、過疎対策事業債の組み替え補正に伴います財源更正です。 

 このページ下の段から３６、３７ページをお願いします。 

 ７目情報政策費は、社会保障・税番号制度に伴います基幹系システム改修業務委託料

の増額補正です。 

 ２項徴税費、２目賦課徴収費は、住民税データ入力の項目及び件数の増加に伴います

業務委託料の増額補正です。 

 ３８、３９ページ下段から４０、４１ページをお願いします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は、国民健康保険特別会計繰出金

で、国・県の保険基盤安定負担金の決定に伴います繰出金の増額補正を、臨時福祉給付

金等給付事業費で、臨時福祉給付金及び事務費の増額補正を行っています。 

 ３目老人福祉費は、介護保険(保険事業勘定)特別会計の補正に伴います繰出金の増額

補正です。 

 ４２、４３ページをお願いします。 
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 ２項児童福祉費、３目保育園費は、指定寄附に伴います保育施設の備品購入費の増額

補正です。 

 ４目児童福祉施設費は、仮移転中の子育て支援センターの光熱水費の増額補正です。 

 ４４、４５ページをお願いします。 

 ３項生活保護費、１目生活保護総務費は、レセプト管理システム導入業務委託料など

の増額補正です。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、６目環境衛生費は、合併浄化槽設置補助金の見込み増

に伴います増額補正です。 

 ４６、４７ページをお願いします。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、４目農村整備費は、海岸保全事業県負担金の増額補

正です。 

 ４８、４９ページをお願いします。 

 ３項水産業費、３目漁港費は、修繕費の増額補正及び国・県支出金の内示額の減に伴

います工事請負費などの減額補正です。 

 ７款、１項商工費、３目観光費は、宿泊施設事業特別会計の補正に伴います繰出金の

増額補正です。 

 ５０、５１ページをお願いします。 

 ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費は、地域開発事業特別会計の補正に伴

います繰出金の増額補正です。 

 ２項道路橋梁費、１目道路維持費は、国庫支出金の内示額の減に伴います事業費の減

額補正です。 

 ２目道路新設改良費は、道路改良事業費で、国庫支出金の内示額の減に伴います事業

費の減額補正を、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業費で、事業の実施状況による予

算の組み替え補正を行っています。 

 ５２、５３ページをお願いします。 

 ３項河川費、２目砂防費は、県支出金の減に伴います事業費の減額補正です。 

 ４項港湾費、１目港湾管理費は、中町港駐車場の目的外使用に伴います駐車場整備費

用の増額補正です。 

 ５４、５５ページをお願いします。 

 ５項都市計画費、１目都市計画総務費は、都市計画変更図書作成費用の増額補正です。 

 ２目都市下水路費は、国庫支出金の内示額の減に伴いますポンプ場・排水機場の補助

事業費の減額補正です。 

 ５６、５７ページをお願いします。 

 ９款、１項消防費、１目常備消防費は、消防活動事業費で、特定屋外タンク貯蔵所保

安検査審査委託料の増額補正を、消防庁舎建設事業費で、庁舎の基本・実施設計委託料

及び地質調査業務委託料の増額補正を行っております。 

 なお、この基本・実施設計委託料及び地質調査業務委託料は、債務負担行為の追加を

お願いしておりますとともに、本日、議場配付にて参考資料を添付させていただいてお

ります。 
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 ３目防災費は、入札執行残の減額補正を行っております。 

 ５８、５９ページをお願いします。 

 １０款教育費、１項教育総務費、３目教育振興費は、指定寄附に伴います吹奏楽楽器

などの備品購入費の増額補正です。 

 ２項小学校費、１目学校管理費は、指定寄附に伴います的当て板設置工事などの増額

補正です。 

 ３項中学校費、１目学校管理費は、中学校施設管理事業費で、指定寄附に伴いますシ

ュート板設置工事などの増額補正を、中学校施設整備事業費で、国の補正予算(第２号)

に伴います大柿中学校渡り廊下耐震改修工事及び空調設備設置工事の増額補正を行って

います。 

 ６０、６１ページをお願いします。 

 ４項社会教育費、４目図書館費は、一般事務嘱託員と非常勤司書の雇用状況による報

酬の組み替え補正です。 

 １３款諸支出金、２項、１目公営企業費は、下水道事業会計の補正に伴います繰出金

の増額補正です。 

 予算書５ページにお戻りください。 

 第２表 債務負担行為補正は、追加としまして、認定こども園・保育園及び学校の給

食運搬・運行管理業務委託など、来年度の業務などにつきまして、本年度中に契約手続

を要するもののほか、消防庁舎建設事業基本・実施設計委託などの計１６件をお願いし

ております。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 第３表 地方債補正は、追加としまして、一般単独事業債の合併特例事業で、消防庁

舎整備事業、中学校整備事業（国２号補正）にかかわるものでございます。過疎対策事

業債で路線バス購入費補助事業の３件をお願いしております。 

 変更としまして、公共事業等債の海岸保全施設整備事業で、海岸保全事業県負担金

(海岸分)の増額、一般単独事業債の合併特例事業で、急傾斜地崩壊対策事業の減額、過

疎対策事業債で過疎地域自立促進特別事業（路線バス購入費補助事業）の減額の３件を

お願いしております。 

 なお、６４、６５ページに給与費明細書を、６６、６７ページに債務負担行為の支出

予定額等調書を、６８ページに地方債の現在高見込み調書をそれぞれお示しをしており

ます。 

 以上で、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８，１３５万３，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１６４億１２０万９，０００円とする一

般会計補正予算（第３号）の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ９番 山本秀男議員。 
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○９番（山本秀男君）  ５７ページの消防庁舎の額、３，８８９万８，０００円、そ

れに伴うて、委託料ですね、ページ数で、５５ページの１１９万９，０００円、これ、

鷲部公園を廃止するから、都市公園の変更が生じて、委託をするということだろうと思

います。 

 それで、現在の鷲部公園の面積をどれだけ取るのかいうことと、それから現在の鷲部

公園には、ちょうど真ん中あたりに道路と旧護岸、パラペットがありますが、補助金の

適化法に該当するんじゃないかというふうに思います。 

 それから、道路の公用廃止も伴ってくるんじゃないかと思うわけですが、これらの関

連はどのように進んでいるのか、都市公園への変更はまだこれからだろうと思うんです

が、そこらを聞かせていただきたいんです。 

○議長（山根啓志君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  消防長の丸石でございます。初めに、添付資料でイメージ

図を配付させてもらったんですけども、訂正がございますので、おわびいたします。 

 消防本部の庁舎のほうです。鷲部のほうなんですけども、江田島公民館とありますけ

れども、鷲部公民館へ訂正をお願いします。どうも申しわけございませんでした。 

 それでは、まず私のほうから、面積についてお答えいたします。 

 このイメージ図では、赤線で引いている部分を消防庁舎の建設候補地としていますけ

れども、その赤線の中は約６，５００平米近くあると思うんですけども、その中で、消

防本部が予定していますのは約４，０００平米でございます。消防として、希望してい

ますのは、県道４４号線に面したところから、ちょうど長方形になるようなイメージを

今予定しております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  私のほうから２点ほど答弁させていただきます。 

 まず１点目の、調査する候補地の中に、旧護岸であったり、道路敷があったりという

ことがありまして、適化法の関係であったり、公用廃止の手続といったことに対する御

質問でございますけども、まず、設計委託を進めるに当たりまして、基本検討業務のほ

うを進めてまいりたいというふうに考えております。この基本検討業務の中におきまし

て、関係法令でありましたり、敷地条件等の整理、こういった基本的なことをまず調査

をさせていただきたいというふうに考えております。その上で、必要な手続について進

めていきたいということを考えておりますので、現時点で、これらの手続については、

まだ着手はしてございません。 

 それからもう１点、都市計画の手続の件についてですけれども、まず鷲部公園、消防

本部を建設するに当たりましては、都市計画変更が必要になってきます。これは、市が

決定をする手続の流れになってまいりますけれども、今回補正をお願いしております都

市計画の変更図書の作成と、まずはこの作成業務のほうに着手したいというふうに考え

ております。この都市計画を変更するに当たりましては、広島県との協議というものも

必要になってまいりますので、まずは変更図書の素案をつくるための業務を進めながら、

県と下協議をして、案をつくっていきたいという状況でございます。ですので、具体的
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には、まだ都市計画の変更についての作業のほうは進めているところではございません。

今後、進めていくという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  鷲部公園、この公園の減額、約４，０００平米ということで

すが、これはどこか代替地を求めなければいけないと思うんですが、この代替地はどこ

を計画しておるのか。それから、この公園は今、近隣公園になっとります。そうすると、

あれは近隣公園いうのは、公園法ではたしか０．２ヘクタール、基準があるかとと思う

んですが、ごめんなさい、面積が１．２か２ヘクタールかの基準だったろう思うんです

が、面積が随分少なくなるので、児童公園にされるのか、そのまま近隣公園にされるの

か、それと公園の変更に当たって、変更の理由が当然出てくるわけですが、ただ単純に

消防庁舎を建設するいうことでは、恐らく理由にはならないというふうに我々の長い経

験から思うわけで、消防庁舎他のところでもあるじゃないか、何で公園へ求めにゃなら

んのかと、こういうことに恐らくなるだろうと思うんです。ここの理由はどのように考

えておるのか。 

 以上、お願いします。 

○議長（山根啓志君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  先ほどの１点目の質問でございます。 

 代替地の件なんですけれども、中央にありますもとの旧江田島小学校の跡地を代替地

と考えています。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  まず、鷲部公園の取り扱いについてですけれども、

現時点で都市計画法上、近隣公園という位置づけになっておりまして、要件といたしま

しては、議員御指摘のとおり２ヘクタールということが、ある一定の基準としてなって

おりますけれども、それを今回、面積が減ることによって児童公園とするかどうかにつ

きましては、今後県との協議を踏まえまして検討していきたいというふうに考えており

ます。 

 また、変更するに当たっての理由についてですけれども、議員御指摘のとおり、単純

に消防本部を設置するという理由では、厳しいだろうというふうに我々も思っておりま

す。ですので、今後の進め方といたしましては、都市計画として公園、先ほど代替地の

お話もありましたけれども、その候補地も含めまして、全体の都市計画のあり方という

ものを考えながら、理由を整理していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  最後になりますが、代替地は旧江田島小学校の跡地を求める

と、４，０００平米とるということですわね。そうすると、あそこはたしか約１万平方

メートルですか、４，０００平米とったら、あと残りが６，０００平米と、６，０００

平米をほかの利用にするという考えでよろしいんですか。 
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○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  旧江小跡地の利用計画ですけども、現在、認定こど

も園えたじまの建設予定地として、まずは検討しております。その残ったところが、代

替する面積とほぼ同程度あるというところまでは確認しておりますので、そういった認

定こども園と公園という形の整備になろうかというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 １０番 片平 司議員。 

○１０番（片平 司君）  私は、ちょっと、いろいろ減額になっとる理由をお尋ねい

たします。 

 ４９ページに漁港事業費で、世上と美能、畑漁港が予定しておったんですが、これが

１，７６０万円が減額になっとるんですが、この理由。 

 それで、５１ページの道路維持管理事業費で、当初予算は１億１，２６０万円でした

が、工事請負費が５，６２５万円減額になっております。 

 同じく、道路改良事業費で１，９００万円、工事費が減額になっておりますが、この

理由ですね。 

 それと、５３ページに急傾斜地崩壊対策事業費として、当初予算では６，７００万円

計上されておったんですが、約半分の３，１００万円が減額になっておりますが、余り

にも多く予算つけ過ぎて余ったんか、工事がそれだけかからんかったんか、安くできた

んか、この辺の理由はあると思うんですが。 

 それから、５５ページに、今の消防署の建てるところと関連するんか知りませんが、

都市下水路維持管理事業費が４，２００万円ほど減額になっておりますが、初期費用は

４，６５０万円の予算が組まれておりましたので、これはまず、やらんのと同じじゃな

いかなと思っておりますんで、これに関連して排水機場維持管理事業費も当初予算で４，

４５０万円が３，６００万円減額になっております。 

 それと、ストックマネジメント計画策定事業費の委託料は１，７５０万円丸々が減額

になっておりますんで、これはどういうことなのか。 

 あとは、５９ページに学校の寄附金をいろいろしてもろうて、備品、いろいろ買って

おるんですが、小学校施設管理事業費の中で、工事請負費というのがあるんですが、こ

の工事は。あと、中学校、さっき言いよりましたんで、この小学校の施設管理事業費、

どこの小学校で何の工事か、これは空調工事か何かするのか。 

 それと、６４ページに職員の給与費明細書というのがあるんですが、ここの中では、

後で一覧表でもらいたいんですが、特別職の職員数が１，５８６人とありますよね、こ

れがどうもようわからんのですが。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  まず、全体を通してということでお答えさせていただけ

ればと思うんですが、歳入歳出予算、一般会計の前段で、今回の歳入歳出予算の主なも

のということで説明をさせていただきましたときに申しましたように、今回の事業費の
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減額に伴いますものは、国・県の補助事業が内示を受けたもので、その決定に伴いまし

て減額をしたものでございます。 

 本市のような自主財源の乏しい市町でありますと、国・県から有利な補助事業をいた

だきながら、交付金などをいただきながら事業費の執行計画を立てていくわけでござい

ますが、今年度については、国の内示額が大変厳しい状況にございました。 

 当初予算ベースで申しますと、交付金事業では当初予算で３億８，４９０万円の事業

費を計上しておりましたが、国から内示をいただいた額が１億８，９９０万４，０００

円で、内示率にしますと５６．３％ということで、私どものほうが国に当初お願いをし

ておりましたものよりも、内示が６割ほどの内示しかいただけなかったということで、

今回の補正予算については、そこの内示の額が決定をいたしましたので、国の内示に伴

いまして、大幅な事業費を減額をさせていただいております。 

 個別の事業については、それぞれまた担当部長のほうからも回答があろうかと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  先ほど山本部長からもありましたように、ほとんど

が言われたところにつきましては、国なり県なりからの補助の内示率が低かったために

減額をさせてもらうものとなってございます。 

 まず、４９ページにつきましても、内示率が下がったためということになってござい

ます。それから５１ページの道路改良事業費、こちらにつきましても同様でございます。

道路維持管理費、こちらの５，６２５万と、あとは１，９００万ということで、減額に

なっておりますけども、どちらも内示額が下がったために事業調整させていただいたと

いうものでございます。 

 それから、５３ページ、こちら急傾斜ですけど、こちらは県費補助ということで、平

下地区でやっておりますけども、こちらのほうも今年度完成をしたいということで、予

算要望はしたんですけども、満額つかなかったということで減額をさせていただいてお

ります。 

 続いて、５５ページですけれども、こちらは都市下水路の維持管理事業ということで、

大原のポンプ場と中町雨水排水センターの業務ということで計上させていただいておっ

たところですけれども、こちらのほうは下水道事業と一括して交付金の申請をするわけ

ですけども、こちらも内示率は約半分ということで、かなり低い状況でございました。

下水道課、建設課、都市整備課というところで、３課で調整をしたところ、下水道事業

を今回は優先してやろうという整理になりましたので、建設課分の大原ポンプ場、こち

らは、ポンプのオーバーホールということもありまして、中途半端なお金ではなかなか

工事ができませんので、来年度に先送りということをさせていただきました。 

 同様に、中町雨水排水センターの耐震診断であったり、ストックマネジメントといっ

たことにつきましても、来年度に先送りという形にさせていただいたものでございます。 

 私からは以上です。 

○議長（山根啓志君）  小栗教育次長。 

○教育次長（小栗 賢君）  ５９ページの教育費、小学校費の工事請負費でございま
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す。二つの工事がございます。一つは、江小の特別支援教室に空調を設置いたします。

これが１２０万円。もう一つは、寄附に伴う切串小学校にシュート板と大型遊具、これ

を設置する工事が５５０万円、合わせて６７０万円でございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平 司議員。 

○１０番（片平 司君）  ということはね、予算に計上しとっても、国と県から補助

金がおりんかったらできないと。来年もするんじゃろうと思うんじゃけど、来年も計画

は立てて、また国から県からおりんかったら、またこれもということになる。そういう

理解でええんですかね。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  議員御指摘のとおり、我々としてはこういった事業

が必要だということで要望させていただこうというふうに思っておりますけども、その

要望額が、今回のように満額つくとは限らないということで、認証率といいますか、内

示額がどの程度下がってくるかというのは、はっきり言ってわからないですけれども、

こういった事態が来年度生じる可能性としてはあるかというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平 司議員。 

○１０番（片平 司君）  急がんでもええ事業はないとは思うんじゃけど、特に私が

気になるのは、急傾斜地の事業なんかは、これやっとかんと、起こってしもうたら金が

倍かかるんじゃないかなと思うんじゃけど、その辺はやっぱりもうちょっと、重要度と

いうか、危険度というか、そういうところから、なるべくそっちへ金使うて、後回しに

してもええなというところは、それやっとると思うんですが、その点、よろしくお願い

します。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  １点、先ほど御質問がありました６４ページの給与明細

書の表についてでございますが、ここに掲載しておりますその他特別職１，５６６名に

ついて、一覧表を求めるということでございましたが、こちらにありますのは、午前中、

同意などをいただきました、例えば公平委員会の委員さんでありますとか、固定資産税

の評価審査委員会の委員さんでありますとか、各種委員会で委員さんを委嘱をさせてい

ただいておりますので、そういった委員の皆様方の報酬でございます。 

 また、一覧表については提示をさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  私は２点ほどお聞かせください。 

 ５ページの消防庁舎建設事業基本・実施設計委託ということで、債務負担行為、９，

０７６万１，０００円が組まれております。これについて、本年度、先ほど補正で４，

１７１万７，０００円の予算も組まれておるんですが、これについては、別物の考え方

なのか、それとも９，０７６万１，０００円のうち、この４，１７１万７，０００円の
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補正分が含まれておるのかどうか。そこを確認をさせてください。 

 それと、先ほど片平議員のほうから予算的な減について、多額に及んどるというよう

な御指摘があって、私もそれについてお聞きしたかったんですが、ほとんど聞かせても

らいましたので、よろしいんですが、ちょっと気になるのが、３億８，４９０万円で、

内示額は１億８，９９０万円だったということ、これについて、基本的にこれは人員配

置の関係が、私は出てくるんじゃないかなという思いがしております。例えば、来年、

５億円なら５億円の全体工事があるんで、人員配置はこのぐらいにしてほしいという各

課の要望に基づいて、当然私は人配をするんだろうと思うんですね。そこらあたりで、

半額以下になるということは、そこらあたりはどういうことになっておるのかなという

気がします。 

 来年も同じように、例えば、申請をしていく、予算づけをしていくならね、そこらあ

たりはもう既に、落とすことは覚悟でやっておられるのかどうか、そこらあたりをお聞

かせください。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  ただいま酒永議員に御指摘いただきましたこの内示額の

大幅な減と、来年度の人員配置についてどのように考えておるかとの御質問でございま

したが、この内示額の減の要因について、まだ詳細な分析ができておりません。それと

また、組織ヒアリング、人事ヒアリングなども、そのあたり、土木建築部、また事業課

などと詳細な詰めができておりませんので、ただいま御指摘いただいた内容を十分吟味

しながら、分析をしつつ、来年度の人員配置について関係部局と連携を図っていきたい

というふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  私のほうからは、来年度の予算要求の姿勢というと

ころでお答えさせていただきます。 

 先ほど答弁をさせていただきましたけれども、来年度も市として必要な予算額につい

ては、しっかりと予算要求をしていきたいというふうに考えております。そのためには、

県なり、国なりの要望というのは行っているところでございます。 

 今回と同様なことが起きるかもしれませんけれども、市の姿勢としては、やりたいこ

とはしっかり要求していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  それでは、５ページの債務負担行為補正のことなんですけ

れども、別個もんでございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  予算要求と人配については、大変シビアなこと出てくると思

いますのでね、十分よくよく検討されて、双方ともに納得いくようなことで進めていっ

ていただきたいと思います。 
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 消防庁舎のことについては、別物ということになりますと、今回補正、４，１７０万

円で、平成２９年度で９，０７６万１，０００円の、これは別契約ということになりま

すと、合わせて１億３，０００万円という多額な経費がこの基本・実施設計にかかると

いうことでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  はい、そのとおりでございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  私がこれが妥当かどうかという判断がなかなかつかないんで

すが、当然、これは本庁舎と出張所の両方だろうと思うんですけど、それに１億３，０

００万円もかかるというのは、私から考えたら、随分多額という思いがあるんですよね。

そこらあたり、もし、きょうでなくてもよろしいので、そういう積算根拠いうのをお示

しいただければありがたいと思います。 

○議長（山根啓志君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  後日、お示しいたします。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２０  議案第７７号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２０、議案第７７号 平成２８年度江田島市国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、議案第７７号 平成２８年度江田

島市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）でございます。 
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 平成２８年度江田島市の国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条、第１項 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３，６８２万５，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ４６億６，１０３万円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 

○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  議案第７７号 平成２８年度江田島市国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）につきまして説明いたします。 

 このたびの補正予算は、歳入では保険基盤安定負担金の確定、人事院勧告の実施に伴

う職員給与費等の人件費の補正、財政安定化支援事業の確定に伴う一般会計からの繰入

金の増額を、また歳出では、職員給与費の増額、療養給付費の財源更正、前年度の療養

給付費負担金の確定により返還金が生じましたため、補正をお願いするものです。 

 なお、返還金の財源といたしまして、前年度繰越金を充当させていただくこととして

おります。 

 では、まず歳入から説明いたします。 

 事項別明細書の７２、７３ページをお開きください。 

 ９款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金は、１節保険基盤安定繰入金、

２節職員給与費等繰入金、４節財政安定化支援事業繰入金、それぞれ増額補正するもの

です。 

 次に、１０款繰越金、１項繰越金、２目その他繰越金、１節その他繰越金において前

年度繰越金が増額補正です。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ７４、７５ページをお願いいたします。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の００１職員給与費において、２節給

料及び３節職員手当の増額補正です。 

 次に、２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費は、保険基盤安

定繰入金の一般会計繰入金の増額に伴い財源更正するものです。 

 最後に、１１款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目償還金の００１療養給付

費等返還金におきまして、２３節償還金利子及び割引料として返還金の増額補正となり

ます。 

 以上で、歳入歳出予算の総額に、それぞれ３，６８２万５，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を、それぞれ４６億６，１０３万円とする、国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 
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 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２１  議案第７８号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２１、議案第７８号 平成２８年度江田島市介護保険

(保険事業勘定)特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、議案第７８号 平成２８年度江田

島市介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 平成２８年度江田島市の介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条、第１項 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２０８万８，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３６億５，９９８万８，０００円と

する。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 

○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  議案第７８号の平成２８年度江田島市介護保険（保

険事業勘定）特別会計補正予算（第２号）につきまして、説明いたします。 

 このたびの補正は、歳入では人事院勧告の実施に伴う職員給与費等の人件費の補正に

伴う地域支援事業に係る国庫支出金などの増額、これと事務費に係る一般会計繰入金の
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増額を、また歳出では、職員給与費の増額と、来年度策定を予定しております第７期介

護保険事業計画に係るニーズ調査の費用を増額をお願いするものでございます。 

 それでは、まず歳入から説明いたします。 

 事項別明細書の８２、８３ページをお開きください。 

 まず、人事院勧告の実施に伴うものが３款国庫支出金、２項国庫補助金、４目地域支

援事業交付金（介護予防日常生活支援総合事業）及び５目、同じく地域支援事業交付金

（介護予防日常生活総合事業以外）、これにおきまして、それぞれ１節現年度分の増額

補正です。 

 次に、４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、２目地域支援事業支援交付金にお

いて、１節現年度分の増額補正です。 

 次に、５款県支出金、３項県補助金、３目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活

支援総合事業）及び４目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）、

これらにおいて、それぞれ１節現年度分の増額補正です。 

 次に、７款繰入金、１項一般会計繰入金、２目地域支援事業繰入金（介護予防・日常

生活支援総合事業）及び３目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業以

外）におきまして、それぞれ１節現年度分と、１枚めくっていただいて、８０、８１ペ

ージ、こちらをごらんください。 

 上段の部分になりますけれども、５目その他一般会計繰入金の１節職員給与費繰入金

（一般事業）の増額補正となります。 

 以上が人事院勧告の実施に伴う補正となります。 

 次に、ニーズ調査実施の財源といたしまして、同じく５目その他一般会計繰入金の３

節事務費繰入金（一般事業）の増額補正です。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ８６、８７ページをお開きください。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の００１職員給与費において人事院勧

告の実施に伴い、２節の給料及び３節の職員手当等の増額補正です。 

 次に、同じく１目の一般管理費の００２介護保険一般事業費におきまして、第７期介

護保険事業計画の策定に先立ち実施しますニーズ調査に伴いまして、１２節役務費及び

１３節委託料の増額補正です。 

 最後に、５款地域支援事業費、１項地域支援事業管理費、１目一般管理費の００１職

員給与費において、２節給料及び３節職員手当等の増額補正です。 

 以上で歳入歳出予算の総額に、それぞれ２０８万８，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ３６億５，９９８万８，０００円とする介護保険（保険事業勘定）

特別会計補正予算（第２号）の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２２  議案第７９号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２２、議案第７９号 平成２８年度江田島市地域開発

事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、議案第７９号 平成２８年度江田

島市地域開発事業特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 平成２８年度江田島市の地域開発事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条、第１項 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８１万５，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１億５，３８１万５，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、土木建築部長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  それでは、議案第７９号 地域開発事業特別会計補

正予算（第１号）につきまして説明いたします。 

 このたびの補正予算は、江田島町小用ウシイシ地区における水産企業移転用地の整備

に当たり、利用計画の一部に変更が生じ、雨水排水施設の設計を修正する必要があるこ

とから、委託料８１万５，０００円の増額補正をお願いするものでございます。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書の９４、９５ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、２款繰入金、１項１目一般会計繰入金が増額補正となります。 

 ９６、９７ページをお願いいたします。 
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 歳出につきましては、１款１項１目地域開発事業におきまして、雨水排水施設の修正

設計に係る委託料が増額補正となります。 

 以上で歳入歳出予算の総額に、それぞれ８１万５，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１億５，３８１万５，０００円とする地域開発事業特別会計補正予算

（第１号）の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平 司議員。 

○１０番（片平 司君）  ちょっと違うんじゃけどね、これね、多分来年度もまた何

億か予算つくんじゃがね、何年かかるん、あと。平成３１年か２年ごろぐらいには終わ

るいうんじゃが、これがまた莫大な金を使うとるんじゃがね、まだまだ金くい虫なんか、

そこはちょっと。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  こちらの小用ウシイシ地区の開発というか、事業期

間ですけれども、現在のところ３１年度間ということで県と調整し、事業を進めている

ところでございます。 

 申しわけありません。事業費につきましては、ちょっと手元に資料がございませんの

で、ちょっと調べさせていただければというふうに思います。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２３  議案第８０号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２３、議案第８０号 平成２８年度江田島市宿泊施設

事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 
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 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、議案第８０号 平成２８年度江田

島市宿泊施設事業特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 平成２８年度江田島市宿泊施設事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条、第１項 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７３３万３，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ８，１０７万３，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為 

 第２条 地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 内容につきましては、産業部長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  長原産業部長。 

○産業部長（長原和哉君）  それでは、議案第８０号 宿泊施設事業特別会計補正予

算（第２号）について説明いたします。 

 このたびの補正は国民宿舎能美海上ロッジを来年４月以降休止することに伴い、その

代替補完施設として、サンビーチおきみを通年営業できるよう準備するため、空調設備

の改修に伴う増額補正となっております。 

 なお、本件は９月議会において補正を行っておりますが、改修設計を行う過程におい

て、新たに別系統のふぐあいが生じたことから、それに対する補正となっております。 

 また、シーサイド温泉のうみ、サンビーチおきみ、この２施設の指定管理料の債務負

担行為を第２表で設定しております。 

 それでは、歳入歳出補正予算事項別明細書により説明いたします。 

 １０２、１０３ページをお開きください。 

 まず、歳入ですが、１款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金として、

本会計の歳出に対応した７３３万３，０００円を増額しております。 

 続いて、歳出ですが、１０４、１０５ページをお開きください。 

 １款事業費、１項管理費、１目管理費、１宿泊施設管理運営事業費として、工事請負

費７３３万３，０００円の増額です。内訳は、サンビーチおきみの空調設備の更新です。 

 続いて、１０６ページをお開きください。 

 こちらには、先ほど議案第７５号で議決いただきました指定管理の２施設の指定管理

料の平成２９、３０年度の２カ年の債務負担行為を設定しております。単年では１，０

２８万６，０００円としております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 
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 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平 司議員。 

○１０番（片平 司君）  ケチをつけるわけじゃないんだけどね、７５０万円ほど、

サンビーチにかける、空調設備でしょう、３年ぐらい前にも２，０００万円ぐらいかけ

て、屋根を修理しましたよね、サンビーチは。それで、来年から通年営業するんじゃと

思うんじゃけど、大丈夫なんかと思うんですね。先ほども言ったんじゃけどね、宿泊客

少ないでしょう、あそこ。どうなんか、その辺、ちょっと見通しがあなたらにもあると

思うんじゃけども、教えてもらいたいんです。 

 それと、能美ロッジはどうされるんですか、あれは。休止になったら。これも心配な

んじゃけど。あのまま置いとくわけにもいかんと思うんじゃけど、どうするんかなと思

うて。どっちにしても使えんのでしょう。更地にするのか、あのままずっと置いとくん

か、どうするんか、その辺も見通しは立っとんでしょう、ほぼ。 

 もう一つはね、能美ロッジに対して、あそこの前の海岸をきれいにするのに、清掃料

というか、そういう名目で何ぼか出しとると思うんですよ。海岸掃除代というか、どう

いう名目だったか、ちょっと忘れたんですけど。それで、問題は、あそこを清掃しよる

のは、ロッジのそばはちょっとやりよるんじゃけど、ほとんどはずっと向こうまである

んじゃけど、海上自衛隊術科学校の生徒、二、三日前も来てやりよったですが。それで、

老人会、それから中町、能美中学校の生徒がやるんじゃけどね、そうすると、ロッジへ

清掃代出しよるのは、何のために出しよるかなと思ったりもするんじゃけど。 

 以上、わかればね、答弁ください。わからにゃあ、まあいいですよ。 

○議長（山根啓志君）  長原産業部長。 

○産業部長（長原和哉君）  まず、サンビーチの運営については、平成６年のときに、

旧沖美町が総合交流促進施設ということで設立しました。それで、決して運営等につい

ては、プラスというようなことにはなっておりません。 

 今回、指定管理施設としてサンビーチおきみとシーサイド温泉のうみということで、

出させていただいておりますけれど、休暇村サービスのほうでは、指定管理料を含めた

金額によって１施設では無理ですけれど、２施設なら何とかなるであろうということで、

手を挙げていただいて、今回上程させていただいて議決をいただいたということで、大

丈夫だというふうに判断しております。 

 大丈夫というのは、市からの追加投資とか、指定管理料とかはないというふうに現段

階では考えております。 

 そして、国民宿舎能美海上ロッジの、跡地の、後の活用については、現在、そこまで

詰めておりません。どういうふうにした扱いをするか、海域占用ということで、県のほ

うに占用申請を出して、海の上を占用させていただいてます。また、施設を撤去するに

も、また大変なお金がかかると思いますので、その辺を十分考慮して、新市長のもとで

対応していきたいと考えております。 

 そして、海岸清掃の業務委託については、指定管理というか、業務委託ということで

出しておると思います。海に親しんでいただくように、先日も海上自衛隊の方が来て、
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３６０人ぐらいの方が来られて、清掃していただいております。ですけど、やはり北に

面しておりましたら、やはりカキのフロートとか、藻とか、ああいうものが１週間もし

たら寄ってくるということで、向こうも、ロッジのほうも一生懸命掃除をしていると思

います。その辺を考慮いただいて判断していただければと思います。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２４  議案第８１号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２４、議案第８１号 平成２８年度江田島市水道事業

会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました、議案第８１号 平成２８年度江田

島市水道事業会計補正予算（第２号）でございます。 

 内容につきましては、企業局長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  前企業局長。 

○企業局長（前 政司君）  議案第８１号について御説明いたします。 

 このたびの補正は、職員の給与改定に伴う補正を行うものです。 

 水道事業会計補正予算書の１ページをごらんください。 

 第１条 平成２８年度江田島市水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 第２条 平成２８年度江田島市水道事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予定額

を、次のとおり補正するものです。 

 支出について、第１款水道事業費用の第１項営業費用を９２万９，０００円の増額補
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正を行いまして、第１款水道事業費用の合計額を８億１，５４４万９，０００円とする

ものです。 

 補正の内容は、職員給与改定による給料等の増額です。 

 第３条 予算第４条に定めた支出の予定額を次のとおり補正するものです。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費を８万４，０００円の増額補正を行い、第１款

資本的支出の合計額を３億４，３５６万３，０００円とするものです。 

 補正の内容は、職員給与改定による給与等の増額です。 

 これに伴い、第３条本文にあるように、予算第４条本文括弧書き中、資本的収入が資

本的支出額に対し不足する額２億４，２４７万８，０００円を２億４，２５６万２，０

００円に増額し、及び建設改良積立金９，０５３万４，０００円を９，０６１万８，０

００円に補正します。 

 第４条 予算第６条に定めた職員給与費を１０１万３，０００円の増額補正を行い、

１億１，９８８万９，０００円に改めるものです。 

 キャッシュフロー計算書は４ページに、費目別内訳は７ページ、８ページに記載して

あるとおりです。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２５  議案第８２号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２５、議案第８２号 平成２８年度江田島市下水道事

業会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 
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○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第８２号 平成２８年度江田島

市下水道事業会計補正予算（第２号）でございます。 

 内容につきましては、企業局長から説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  前企業局長。 

○企業局長（前 政司君）  議案第８２号について御説明いたします。 

 このたびの補正は、職員の給与改定と債務負担行為の計上に係る補正を行うものです。 

 下水道事業会計補正予算書の１ページをごらんください。 

 第１条 平成２８年度江田島市下水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 第２条 平成２８年度江田島市下水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正するものです。 

 収入について。 

 第１款下水道事業収益の第１項営業収益を２３万９，０００円の増額補正、第２項営

業外収益を１５万７，０００円の増額補正を行い、第１款下水道事業収益の合計額を１

１億４，９６２万８，０００円とするものです。 

 支出について、第１款下水道事業費用の第１項営業費用を３９万６，０００円の増額

補正を行い、第１款下水道事業費用の合計額を１１億４，５０５万２，０００円とする

ものです。 

 補正の内容は給与改定による給料等の増額補正です。 

 第３条 予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するもの

です。 

 収入について、第１款資本的収入の第２項出資金を２５万５，０００円の増額補正を

行い、第１款資本的収入の合計額を５億１，５２８万８，０００円とするものです。 

 支出について、第１款資本的支出の第１項建設改良費を２５万５，０００円の増額補

正を行い、第１款資本的支出の合計額を７億９，９５３万５，０００円とするものです。 

 補正の内容は給与改定による給料等の増額補正です。 

 第４条 予算第７条に定めた職員給与費を６５万１，０００円の増額補正を行いまし

て９，１７５万２，０００円に改めます。 

 第５条 予算第８条に定めた一般会計補助金を１５万７，０００円の増額補正を行い

まして９，１１１万５，０００円に改めます。 

 第６条 予算第８条の次に、次の１条を加える。第９条 債務負担行為をすることが

できる事項、期間及び限度額は次のとおり定める。これは、本市が管理する各浄化セン

ターにおいて維持管理、汚泥運搬、汚泥処分等の業務を年間を通して委託契約するため、

年度末に翌年度の契約を締結しております。 

 キャッシュフロー計算書は６ページに、費用別内訳は８ページから９ページに、債務

負担行為に関する調書は１０ページから１２ページに記載してあります。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 
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 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○議長（山根啓志君）  先ほどの質問で、土木建築部長のほうからちょっと説明があ

りますので、お願いします。 

 木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  先ほどの地域開発事業の事業費についてお答えいた

します。 

 開発事業の全体事業費といたしましては、平成８年から３１年度の予定ですけれども、

約３６億５，０００万円となってございます。 

 それで、平成２８年度以降の残事業といたしましては、約１億９，０００万円を見込

んでおります。 

 以上です。 

 

散 会 

 

○議長（山根啓志君）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

 なお、明日１２月１４日から１２月２０日までは休会とし、２日目は１２月２１日午

前１０時に開会いたしますので、御参集お願いいたします。 

 本日は大変御苦労さまでした。 

                            （散会 １４時２３分） 

 


